
経歴（採用２３年目）

2017年度～

2009年度～

2008年度～

2006年度～

2004年度～

2002年度～

2000年度～

2021年度～ 平鹿地域振興局農林部 農業振興普及課

大曲高等学校

2013年度～ 仙北地域振興局総務企画部 地域企画課

平鹿地域振興局総務企画部 総務経理課

北秋田地域振興局鷹巣阿仁福祉環境部 健康づくり推進チーム

総務企画部 国体・障害者スポーツ大会局 大会総務課

総務部 東京事務所

農林水産部 農林政策課

農政部 農産園芸課

平鹿地域振興局農林部 農業振興普及課
主査　平塚　貴子

Ｑ　現在どんな仕事を担当していますか？

農家の方が営農を続けるためには機械や施設等導入に多くの資金

が必要で、その際に補助金を出す制度があります。その手続きを

市町村の担当者と一緒に行っています。農家の方の機械を必要な

時期に準備しなければならないため事務作業はスピーディに行う

必要がありますが、業務が順調に終了し農家の方のいきいきした

顔を見ると、私の達成感につながります。

県職員を目指している方へメッセージ

県内異動がほとんどですが、異動で多様な秋田県を知ることができ、

とても勉強になります。また、子育て期間は居住地と近い公所への

異動希望が叶いやすいと感じています。自分の余暇のための休みは

年代に関係なく取りやすい職場ばかりでした。

子どもが１歳になるまで育児休業を取得しましたが、出産時の産

休制度、育児休業、復帰後１歳半まで取得できる保育休暇により

充実した子育てにつながりました。また、自分や家族の体調不良

で出勤できないときは、同僚のサポートにより、安心して休むこ

とができたため、仕事を続けることができています。同僚には感

 謝しかありません。

 Ｑ　子育てと仕事の両立で心がけていることは？

独身時は勤務時間を気にせず時間外勤務ができましたが、子どもを

持ち、優先順位を考えるようになりました。仕事での出張や研修、

子どものＰＴＡ活動や行事については原則参加することを念頭に、

同僚の協力をもらいながら取り組んでいます。

Ｑ　この制度・体制で助かったこと、仕事を続けられたと

　　思うことはありますか？

一般事務

※掲載事項は2023年2月末時点のものです。


